
は

じ

め

に

　

十
六
世
紀
、
明
朝
嘉
靖
年
間
は
、
木
版
印
刷
に
よ
る
出
版
が
空
前
の
規
模
で

拡
大
傾
向
を
示
し
た
時
期
で
あ
っ 
た 
。
文
字
化
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
は
、

（
１
）

書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
読
者
を
獲
得
し
て
受
容
さ
れ
た
。

そ
の
中
か
ら
新
た
に
権
威
づ
け
ら
れ
、
正
統
性
を
付
与
さ
れ
る
著
作
も
現
わ
れ

た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
も
、
同
時
代
に
つ
い
て
解
き
明

か
し
た
編
年
体
や
紀
伝
体
の
歴
史
書
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
出
版
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
も
そ
も
、
明
朝
で
は
「
国
史
」
は
編
纂
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
般
に

「
実
録
」
と
呼
ば
れ
る
中
華
王
朝
の
伝
統
と
し
て
の
皇
帝
の
年
代
記
編
纂
は
、
も

ち
ろ
ん
国
初
以
来
孜
々
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
編
纂
さ
れ
た
実
録
は
、

皇
帝
に
進
呈
す
る
儀
式
が
終
わ
る
と
、
宮
中
奥
深
く
に
収
蔵
さ
れ
て
一
般
の
読

者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
嘉
靖
十
三
年
に
歴
朝
実
録
の
副
本
作
成

が
国
初
以
来
初
め
て
大
々
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
抄

録
さ
れ
た
実
録
の
一
部
が
市
中
に
流
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
防
火
の
た
め
漢
白
石
で
築
か
れ
た
皇
史 

が
翌
々
年
に
完
成
す
る
と
、
こ
れ

ら
の
実
録
や
寶
訓
は
そ
こ
に
収
蔵
さ
れ
て
、
閲
覧
に
供
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
一
部
宮
廷
外
に
流
出
し
た
実
録
抄
本
は
、
か
え
っ
て
同
時
代
に
つ
い

て
の
歴
史
書
へ
の
期
待
を
満
た
す
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
へ
の
「
渇
き
」
を
い
や
増

し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
皇
明
資
治
通
紀
』（
以
下
、
皇

明
通
紀
と
略
記
）
を
陳
建
が
出
版
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

陳
建
の
皇
明
通
紀
は
、
元
末
の
至
正
年
間
以
来
、
正
徳
年
間
ま
で
の
明
朝
前

半
期
約
一
七
○
年
間
を
扱
っ
た
編
年
史
で
あ
る
。
明
の
嘉
靖
三
十
四
年
に
刊
刻

さ
れ
た
本
書
の
特
色
は
、「
昭
代
」
史
、
す
な
わ
ち
同
時
代
史
と
い
う
点
に
あ
る
。

そ
の
続
編
も
含
め
れ
ば
、
明
末
に
最
も
多
く
の
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
同
時

代
に
つ
い
て
の
歴
史
書
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
清
朝
の
乾
隆
年
間
に
完
成
し

た
張
廷
玉
等
奉
勅
撰
の
『
明
史
』
が
歴
代
の
「
正
史
」
の
中
で
も
比
較
的
評
価

が
高
い
こ
と
や
、
明
朝
歴
代
皇
帝
の
実
録
が
ほ
ぼ
現
存
し
て
い
る
と
い
う
史
料

状
況
の
中
で
、
歴
史
研
究
の
た
め
の
史
料
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
利

用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
末
嘉
靖
年
間
以
降
、
王
朝
滅
亡

に
至
る
ま
で
続
々
と
出
版
さ
れ
る
私
撰
の
「
国
史
」
の
濫
觴
と
な
っ
た
も
の
で
、

史
学
史
的
に
み
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明
と
清
の
両
朝
に
よ
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陳
建
『
皇
明
資
治
通
紀
』
の
禁
書
と
そ
の
続
編
出
版
（
一
）

新　

宮　
　
　

学

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
出
版　
　

禁
書　
　

野
史　
　

皇
明
通
紀　
　

陳
建

山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
、
第
六
号
、
六
五－

七
七
頁
、
二
〇
〇
五
年



り
発
禁
処
分
を
受
け
た
と
い
う
点
で
も
、
特
異
な
歴
史
を
有
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
第
一
に
、
皇
明
通
紀
の
成
り
立
ち
と
原
刻
本
、
お
よ
び
陳
建
の

経
歴
と
執
筆
意
図
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
明
朝
に
お
け
る
禁
書

指
定
の
経
緯
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
三
に
、
こ
れ
ま
で
の
文
献
調
査
を
も
と

に
皇
明
通
紀
に
関
係
す
る
続
編
の
全
体
像
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
皇
明
通
紀
と
そ
の
続
編
が
盛
ん
に
出
版
さ
れ
る
明
末
の
社
会
背
景
や

そ
の
読
者
層
に
つ
い
て
も
論
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
（
次
号
掲
載
予
定
）。

一　

陳
建
『
皇
明
通
紀
』
と
原
刻
本

１　

そ
の
成
り
立
ち

　

陳
建
の
皇
明
通
紀
は
、
元
末
至
正
十
一
年
（
一
三
五
一
）
以
来
、
正
徳
十
六

年
（
一
五
二
一
）
ま
で
の
約
一
七
○
年
間
を
扱
っ
た
編
年
史
で
あ 
る 
。「
皇
明
通

（
２
）

紀
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
流
行
し
て
い
た
「
綱
目
体
」　

を
採
用 
し 
、
張
光
啓

（
３
）

の
『
資
治
通
鑑
節
要
続 
編 
』
に
倣
っ
た
と
し
て
い
る
。
と
く
に
皇
明
通
紀
の
特

（
４
）

色
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
昭
代
」
の
歴
史
、
す
な
わ
ち
同
時
代
史
と
い
う
点

に
あ
り
、「
本
朝
典
故
の 
権  
輿 
」
と
目
さ
れ
て
い 
た 
。『
晩
明
史
籍
考
』
を
ま
と

　

は
じ 
ま
り 

（
５
）

め
た
明
清
史
家
の
謝
國
禎
は
、「
明
代
史
学
は
、
陳
氏
の
通
紀
が
海
内
に
流
布
し

て
か
ら
、他
の
人
も
各
お
の
説
を
操
る
よ
う
に
な
り
、遂
に
一
時
の
風
気
と
成
っ

た
」
と
し
、
薛
應 

の
『
憲
章
録
』、
鄭
曉
『
吾
学
編
』、
朱
國
禎
『
皇
明
史
概
』、

 

山『
明
政
統
宗
』、王
世
貞『 

州
史
料
』な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
と
し
て
い 
る 
。

（
６
）

　

嘉
靖
三
十
四
年
（
一
五
五
五
）
の
紀
年
を
有
す
る
自
序
に
は
、
次
の
よ
う
な

成
り
立
ち
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
え
る
。

我
が
朝
の
洪
武
開
国
四
十
余
年
の
事
、 
所  
謂 
創
業
垂
統
に
非
ざ
る
こ
と
無

い
わ 
ゆ
る

く
、
啓
運
一
録
備
わ
れ
り
。
継
い
で
永
楽
よ
り
下
は
正
徳
に 　
  
 

ぶ
ま
で
、

お
よ

凡
そ
八
朝
一
百
二
十
四
年
の
事
、
所
謂
持
盈
守
成
に
非
ざ
る
こ
と
無
く
、

則
ち
今
通
紀
こ
こ
に
具
わ
る
。
紀
成
り 
就 
ち
に
梓
す
る
も
、
敢
え
て
自
ら

た
だ

昭
代
成
史
と
謂
う
に
は
非
ら
ず
、
乃
ち
後
の
史
筆
を
秉
る
君
子
の
為
に
稿

を 
属 
す
と
云
う
の
み
。
啓
運
録
は
も
と
已
に
梓
完
し
、
再
編
改
刻
す
る
に

し
ょ
く

難
し
、
然
し
て
こ
れ
を
二
つ
に
す
る
も
ま
た 
是 
な
ら
ず
。
故
に
今
併
せ
て

ぜ

冠
す
る
に
通
紀
の
名
を
以
て
し
、
而
し
て
版
刻
は
姑
ら
く
旧
に
仍
り
、
前

後
を
合
わ
せ
て
共
に
一
書
と
為
す
と
か
云 
う 
。

（
７
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
末
以
来
、
開
国
洪
武
四
○
年
間
の
こ
と
を
記
し
た
「
啓
運

録
」
と
、
永
楽
か
ら
正
徳
年
間
に
い
た
る
八
代
一
二
四
年
間
の
こ
と
を
記
し
た

続
編
と
を
併
せ
て
「
通
紀
」
の
名
を
冠
し
て
合
刻
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
し

て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
に
言
う
「
啓
運
録
」
と
は
、
陳
建
が
先
に
出
版
し
た

『
皇
明
啓
運
録
』
八 
巻 
の
こ
と
で
あ
る
。

（
８
）

　

皇
明
通
紀
の
嘉
靖
原
刻
本
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
現
存
が
確
認
さ
れ

て
い
な
か
っ 
た 
。
目
録
版
本
学
で
著
名
な
王
重
民
は
『
中
国
善
本
書
提
要
』（
上

（
９
）

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
一
○
六
頁
）
の
中
で
、
北
京
大
学
図
書
館
に

所
蔵
す
る
朝
鮮
古
活
字
本
の
『
皇
明
歴
朝
資
治
通
紀
前
編
八
巻　

後
編
三
十
四

巻
』
一
七
冊
が
、「
或
い
は
最
初
の
印
本
」
に
依
拠
し
た
翻
刻
で
、
原
刻
本
の
体

裁
を
伝
え
る
も
の
と
推
定
し
て
い
た
。
幸
い
、
わ
が
国
の
内
閣
文
庫
に
は
、
朝

鮮
古
活
字
本
の『
新
刊
皇
明
啓
運
録
』八
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。題
簽
に
は「
明

啓
運
録
」、
本
文
巻
首
題
に
は
「
新
刊
皇
明
啓
運
録
巻
之
一
」
と
あ
る
も
の
の
、

目
首
題
に
は
「
新
刊
皇
明
歴
朝
皇
明
資
治
通
紀
前
編
巻
目
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
王
重
民
が
皇
明
通
紀
の
原
刻
本
と
推
定
し
た
『
皇
明
歴
朝

資
治
通
紀
』
の
前
編
部
分
を
、
朝
鮮
で
あ
ら
た
め
て
「
皇
明
啓
運
録
」
と
し
て
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翻
刻
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
台
湾
の
国
家
図
書
館
（
旧
、
国
立
中
央
図
書
館
）
に
は
、

嘉
靖
原
刻
本
の
『
皇
明
歴
朝
資
治
通
紀
』
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。『
国
家
図
書
館
善
本
書
志
初
稿
』
に
『
新
刊
校
正
皇
明
資
治
通
紀
』

と
著
録
す
る
四
十
二
巻
本
、
十
二
冊
が
そ
れ
で
あ 

。
さ
き
の
朝
鮮
古
活
字
本

と
同
様
に
、
前
編
八
巻
と
後
編
三
十
四
巻
か
ら
な
る
。
前
編
本
文
の
巻
首
題
に

は
「
皇
明
啓
運
録
巻
之
一
」（
図
１
）
と
あ
り
、
後
編
本
文
の
そ
れ
に
は
「
皇
明

歴
朝
資
治
通
紀
巻
之
一
」（
図
２
）
と
あ
っ
て
、
前
述
し
た
陳
建
自
序
の
記
述
と

合
致
し
て
い
る
。
ま
た
前
編
本
文
の
版
式
が
一
○
行
×
二
二
字
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
後
編
本
文
の
版
式
は
一
一
行
×
二
二
字
で
あ
り
異
な
っ
て
い
る
。
前
編

に
は
眉
欄
に
批
語
が
あ
る
が
、後
編
に
は
な
い
。さ
ら
に
版
心
題
も
、前
編
が「
明

録
」
と
あ
る
に
の
に
対
し
、
後
編
は
「
明
紀
」
と
あ
る
。
子
細
に
見
る
と
、
前

編
の
版
心
題
は
「
□
明
□
□
録
」
と
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
本
来
「
皇
明
啓

運
録
」
と
題
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
に
合
刻
に
際
し
て
後
編
の
版
心
題
の

「
明
紀
」
に
近
づ
け
る
た
め
、
□
の
三
字
を
削
り
と
っ
て
「
明
録
」
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
あ
と
か
ら
削
り
取
っ
た
と
い
う
推
定
は
、
巻
六
の
第
一
葉
の
版
心
題

に
「
皇
明
□
□
録
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
四
十
二
巻
本
は
明
ら
か
に
合
刻
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、『
国
家
図
書
館
善
本
書
志
初
稿
』
の
注
記
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ

が
原
刻
本
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
巻
首
に
は
、「
嘉
靖
歳
在
乙
卯
（
三
十
四

年
）
仲
夏
之
吉
」
と
記
さ
れ
た
陳
建
「
皇
明
通
紀
序
」、
前
編
と
後
編
の
巻
目
、

「
採
拠
書
目
」（
一
一
七
種
）、
お
よ
び
「
皇
明
通
紀
凡
例
」
が
あ
る
。
こ
の
凡
例

は
、
陳
建
自
身
の
手
に
な
る
も
の
で
、
そ
の
第
七
項
目
に
は
、「
今
嘉
靖
中
」
と

い
う
表
現
も
見
え 

。
刊
記
と
封
面
は
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
陳
氏
家
刻
本

（　

）
10る

（　

）
11る
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図１　『皇明歴朝資治通紀』前編巻１（台湾の国家図書館所蔵）



と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

台
湾
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
の
冒
頭
に
は
、「
言
言
齋
善
本
図
書
」
の
長
方
印

が
押
さ
れ
て
あ
る
。
ま
た
「
皇
明
通
紀
序
」
に
は
、
国
立
中
央
図
書
館
の
藏
書

印
の
ほ
か
、
周
越
然
の
蔵
書
印
で
あ
る
「
曾
留
呉
興
周
氏
言
言
齋
」
の
長
方
印

と
「
越
然
」
の
長
方
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
周
越
然
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
二
）

は
、
本
名
は
之
彦
、
浙
江
呉
興
の
出
身
で
、
小
説
・
弾
詞
・
平
話
の
収
蔵
家
と

知
ら
れ
て
い
る
。
上
海
の
閘
北
天
通
庵
路
三
省
里
に
そ
の
書
斎
が
あ
り
、
一
九

三
一
年
ま
で
に
名
家
の
稿
本
や
宋
元
明
の
孤
本
秘
籍
三
千
種
を
収
蔵
し
て
い
た

と
い
う
。
翌
年
、
一
・
二
八
事
変
の
お
り
言
言
齋
と
そ
の
蔵
書
は
灰
燼
に
帰
し

た
と
さ
れ
る
が
、
本
書
は
、
幸
運
に
も
焼
失
を
免
れ
た
も
の
で
あ
ろ 

。

　

さ
ら
に
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
の
大
木

文
庫
に
も
、『
皇
明
歴
朝
資
治
通
紀
』
五
册
の
残
欠
本
（
存
十
三
巻
、
後
編
巻
一

二
〜
一
四
、
二
○
〜
二
四
、
三
○
〜
三
四
）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
新
た

に
判
明
し 

（
図
３
）。

　

な
お
、
銭
茂
偉
氏
は
、
註
（
２
）
前
掲
の
『
明
代
史
学
編
年
考
』
で
、
中
国

の
国
家
図
書
館
普
通
線
装
書
庫
に
も
嘉
靖
原
刻
本
の
一
部
十
二
冊
（
存
三
十
二

巻
、
前
編
巻 
一 
〜
八
、
後
編
巻
一
〜
一
一
、
巻
一
五
〜
二
九
）
を
収
蔵
し
て
い

三
？

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い 

。

　

台
湾
の
国
家
図
書
館
に
は
、
四
十
二
巻
本
の
ほ
か
に
『
新
刊
校
正
皇
明
資
治

通
紀
』
と
目
録
に
同
名
で
著
録
さ
れ
て
い
る
十
四
巻
本
、
八
冊
を
所
蔵
し
て
い

る
。
こ
れ
に
は
、「 

貽
王
氏
十
四
間
樓
藏
書
印
」
と
「
呉
氏
君
陳
」
の
方
印
、

「
澹
逸
齋
」
の
扁
方
印
、「
呉
興
劉
氏
嘉
業
堂
藏
書
記
」
の
長
方
印
の
蔵
書
印
を

押
し
て
い
る
。
四
十
二
巻
本
と
同
様
に
、
陳
建
の
「
皇
明
通
紀
序
」
の
ほ
か
、

前
編
巻
目
と
後
編
目
録
、「
採
拠
書
目
」（
一
一
二 

）
を
付
す
。
前
編
は
八
巻

（　

）
12う

（　

）
13た

（　

）
14る

（　

）
15種
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図２　『皇明歴朝資治通紀』後編巻１（台湾の国家図書館所蔵）



の
啓
運
録
と
後
編
は
十
紀
の
通
紀
か
ら
な
る
が
、
版
式
は
一
四
行
×
二
七
字
、

版
心
は
「
皇
明
資
治
通
紀
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
嘉
靖
末
か
隆
慶

の
初
め
に
、
合
刻
の
四
十
二
巻
本
を
新
た
に
十
四
巻
本
と
し
て
刊
行
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

２　

著
者
陳
建
に
つ
い
て

　

皇
明
通
紀
の
著
者
陳
建
は
、
広
東
の
東
莞
県
の
人
で
、
字
は
廷
肇
、
号
は
、

清
瀾
（ 
釣  
叟 
）
で
あ
る
。
そ
の
生
年
は
、
弘
治
十
年
（
一
四
九
七
）
で
、
隆
慶

ち
ょ
う 
そ
う

元
年
（
一
五
六
七
）
に
享
年
七
十
一
歳
で
歿
し
た
。
陳
建
は
、
先
祖
代
々
、
科

挙
の
郷
試
合
格
者
、
挙
人
を
輩
出
す
る
家
に
育
っ
た
。
曾
祖
父
の
英
弼
は
、
永

楽
九
年
辛
卯
科
（
一
四
一
一
）
に
挙
げ
ら
れ
、
広
西
の
興
業
県
教
諭
を
勤
め
た

こ
と
が
あ
る
。
父
恩
は
、
弘
治
二
年
己
酉
科
（
一
四
八
九
）
の
挙
人
で
、
福
建

の
南
安
県
学
の
訓
導
と
な
っ
た
。「
教
職
第
一
」
の
勤
務
評
定
を
得
て
大
理
寺
司

務
に
抜
擢
さ
れ
、
戸
部
員
外
郎
・
郎
中
と
陞
任
し
た
。
次
い
で
漢
族
と 
彝 
族
の

い

雑
居
す
る
雲
南
広
南
府
の
知
府
と
な
っ
て
赴
任
し
た
。
書
を
知
ら
な
い
当
地
の

人
々
に
小
学
や
孝
経
を
親
し
く
教
え
る
こ
と
半
年
あ
ま
り
で
、
任
官
中
に
卒
し

 

。
恩
の
文
集
に
『
理
菴
集
』
が
あ
る
。
恩
の
兄
陳
懋
も
、
景
泰
元
年
庚
午
科

（
一
四
五
○
）の
挙
人
で
戸
部
照
磨
と
な
っ 

。陳
建
は
、恩
の
四
人
の
息
子（
越
・

超
・
赴
・
建
）
の
末
子
で
、
兄
弟
は
い
ず
れ
も
郷
試
に
合
格
し
て
い 

。
長
兄

の
越
は
、
弘
治
八
年
乙
卯
科
（
一
四
九
五
）
の
挙
人
で
、
湘
潭
教
諭
を
へ
て
南

京
国
子
監
助
教
、
六
合
知
県
、
瑞
金
知
県
を
歴
任
し
た
。
次
兄
の
超
は
、
弘
治

十
七
年
甲
子
科
（
一
五
○
四
）
の
挙
人
で
湖
広
の
�
陽
県
推
官
に
任
じ
た
。
三

兄
の
赴
は
、
正
徳
五
年
庚
午
科
（
一
五
一
○
）
の
挙
人
で
あ
る
。

　

陳
建
の
場
合
は
、
二
十
三
歳
で
生
員
と
な
り
嘉
靖
七
年
戊
子
科
（
一
五
二
八
）

（　

）
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）
17た

（　

）
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図３　『皇明歴朝資治通紀』後編巻12の巻首と巻34の巻末（東京大学東洋文化研究所所蔵）



に
広
東
の
郷
試
に
第
五
名
で
及
第
し
た
。「
春
秋 

」
と
い
う
か
ら
、
春
秋
経
で

受
験
し
た
者
の
筆
頭
で
、
す
で
に
こ
の
こ
ろ
か
ら
史
学
の
才
に
秀
で
て
い
た
と

言
え
よ
う
。
し
か
し
、
続
く
会
試
に
は
、
二
度
受
験
す
る
も
合
格
せ
ず
、
十
一

年
に
福
建
の
侯
官
県
学
教
諭
に
着
任
し
た
。
七
年
後
に
は
江
西
の
臨
江
府
学
教

授
と
な
っ 

。
こ
の
間
、
江
西
・
広
西
・
湖
広
・
雲
南
郷
試
の
試
験
官
を
兼
ね

て
い
る
。
の
ち
に
山
東
の
陽
信
知
県
に
陞
任
す
る
も
、
老
齢
の
母
の
扶
養
を
理

由
に
郷
里
に
帰
っ
た
。
時
に
四
十
八
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
著
述

活
動
に
専
念
し
、
三
十
四
年
、
五
十
九
歳
の
と
き
に
皇
明
通
紀
を
完
成
さ
せ
た
。

ほ
か
に
『
学
蔀
通
辨
』
一
二 

、『
治
安
要
議
』
六
巻
の
著
作
で
も
知
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
『
古
今
至
鑒
』、『
経
世
宏
詞
』、『
陳
氏
文
献
録
』、『
朱
陸
編
年
』

『
西
涯
楽
府
通
考
』
な
ど
の
著
作
が
あ 

。
民
国
『
東
莞
県
志
』
の
伝
に
よ
れ
ば
、

上
書
の
た
め
上
京
し
「
南
都
の
留
城
」
で
最
期
を
迎
え
た
と
い 

。

　

嘉
靖
刻
本
の
「
採
拠
書
目
」
に
は
、
陳
建
が
皇
明
通
紀
を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ

て
参
照
し
た
文
献
と
し
て
、『
高
皇
帝
御
製
文
集
』
以
下
、『
霍
文
敏
集
』
に
至

る
ま
で
一
一
七
種
の
書
籍
を
掲
げ
て
い 

。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
明
初
以
来
、

嘉
靖
年
間
に
い
た
る
ま
で
の
政
書
・
奏
議
・
文
集
・
地
方
志
・
筆
記
な
ど
の
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
採
拠
書
目
」
に
は
掲
げ
ら
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
皇
明
通
紀
の
本
文
を
検
討
す
る
と
、
実
録
あ
る
い
は
そ
の
抄
本

を
参
照
し
た
形
跡
も
あ 

。
陳
建
の
官
歴
か
ら
判
断
し
て
、
彼
自
身
が
実
録
を

閲
覧
す
る
に
十
分
な
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
父
恩

の
場
合
に
は
、
京
官
の
ポ
ス
ト
で
あ
る
戸
部
員
外
郎
・
郎
中
を
歴
任
し
て
い
る

か
ら
、
あ
る
い
は
実
録
を
閲
覧
す
る
機
会
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
一
説
に
皇
明
通
紀
は
梁
億
の
作
と
も
言
わ
れ 

。
梁
億
は
、
陳
建
と

同
じ
く
広
東
の
南
海
県
の
人
で
、
成
化
十
四
年
（
一
四
七
八
）
の
進
士
で
正
徳

（　

）
19魁

（　

）
20た

（　

）
21巻
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23う
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24る
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25る

（　

）
26る

年
間
に
内
閣
大
学
士
と
な
っ
た
梁
儲
の
弟
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
陳
建
が
編
纂

に
用
い
た
諸
史
料
の
入
手
先
の
一
つ
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、

「
採
拠
書
目
」
に
は
梁
億
著
『
伝
信
録
』
を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
新 

官
板

音
釋
標
題
皇
明
通
紀
』
十
巻
続
紀
三
巻
に
朱
書
さ
れ
た
張
爾
田
（
字
、
孟
劬
、

一
八
七
四
〜
一
九
四
五
）
の
題
記
に
、

澹
園
集
に
謂
う
、
此
の
書
は
梁
文
康
の
弟
億
の
作
る
と
こ
ろ
に
本
づ
く
、

故
に
兄
を
譽
む
る
の
言
多
し
、
と
。
攷
す
る
に
、
書
中
惟
だ
文
康
が
詔
を

草
せ
ざ
る
の
事
を
載
せ
る
は
、
溢
美
無
き
に
は
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
ま
た

鴻
猷
録
に
本
づ
き
、
清
瀾
の
人
の
書
を
盗
む
も
の
に
非
ず
。
こ
れ
を
要
す

る
に
采
る
と
こ
ろ
の
私
家
野
記
、
既
に
多
く
勘
正
に
失
す
る
の
み
。
孟
劬

再
び
記 

。

と
あ
っ
て
、
焦
�
の
『
澹
園
集
』
の
説
に
言
及
し
、
考
証
を
加
え
て
い
る
。
文

康
は
、
梁
儲
の
謚
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
文
康
が
詔
を
草
せ
ざ
る
の
事
」
と

は
、
正
徳
十
三
年
六
月
に
、
正
徳
帝
が
自
ら
を
「
威
武
大
将
軍
太
師
鎮
国
公
朱

壽
」
と
名
乗
っ
て
巡
辺
さ
せ
る
詔
勅
を
内
閣
に
書
か
せ
よ
う
と
し
た
一
件
を
指

し
て
い 

。
首
輔
の
楊
廷
和
が
病
気
に
か
こ
つ
け
て
出
勤
し
な
か
っ
た
か
ら
、

代
わ
り
に
梁
儲
を
左
順
門
に
召
し
て
詔
勅
を
草
す
る
よ
う
に
直
々
に
促
し
た
。

儲
は
、
臣
下
た
る
者
が
皇
帝
の
名
を
呼
び
捨
て
る
に
す
る
よ
う
な
勅
は
断
じ
て

草
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
拒
否
し
た
。
帝
は
激
怒
し
剣
を
ち
ら
つ
か
せ
た
が
、

儲
は
「
命
に
逆
ら
っ
て
罪
を
得
る
と
あ
ら
ば
、
死
を
賜
わ
る
の
も
望
む
と
こ
ろ
」

と
涙
な
が
ら
に
応
え
て
、
草
勅
の
命
を
奉
じ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

確
か
に
、
梁
儲
が
内
閣
大
学
士
を
勤
め
た
時
期
の
武
宗
毅
皇
帝
紀
の
後
半
部

分
に
は
、
張
爾
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
儲
へ
の 
溢  
美 
が
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。

ほ
め 
す
ぎ

（　

）
27す

（　

）
28る
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こ
れ
に
は
、
広
東
人
と
し
て
の
同
郷
意
識
が
多
分
に
働
い
た
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
の
一
件
を
陳
建
が
『
鴻
猷
録
』
に
基
づ
い
た
も
の
と
す
る
の
は
正
確

で
は
な
い
。
高
岱
の
『
皇
明
鴻
猷
録
』
は
、
嘉
靖
三
十
六
年
の
自
序
が
あ
り
、

陳
建
の
皇
明
通
紀
の
序
文
が
書
か
れ
た
年
に
遅
れ
る
こ
と
二
年
で
あ
る
。
ま
た

家
刻
本
と
し
て
嘉
靖
四
十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
刊
記
よ
り
明
確

で
あ 

こ
と
か
ら
、
高
岱
が
皇
明
通
紀
を
も
と
に
、
紀
事
本
末
体
の
「
江
彬
之

変
」（
巻
一
四
）
に
ま
と
め
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３　

編
纂
出
版
の
意
図

　

陳
建
が
皇
明
通
紀
を
編
纂
す
る
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
同
郷
広
東
の

先
輩
で
南
京
国
子
祭
酒
黄
佐
（
号
、
泰
泉
）
の
勧
め
で
あ
っ
た
。
黄
佐
は
、
陳

建
が
最
初
に
著
し
た
『
皇
明
啓
運
録
』
を
見
て
、
我
が
明
朝
は
、
太
祖
の
開
基

以
来
す
で
に
二
百
年
に 
垂 
と
し
て
い
る
の
に
、
ま
だ
本
紀
が
な
い
。
子
は
、
ど

な
ん
な
ん

う
し
て
こ
れ
と
併
せ
て
「 
昭  
代  
不  
刊 
の
典
」
を
完
成
し
よ
う
と
し
な
い
の
か
、

と
う 
だ
い 

ふ 

め
つ

と
勧
め
た
と
い 

。

　

皇
明
通
紀
は
、そ
の
正
式
な
題
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
資
治
通
鑑
』に

倣
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
皇
明
通
紀
凡
例
」
に
も
以
下
の
よ

う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
此
の
紀
は
資
治
通
鑑
に
倣
い
て
作
る
。
凡
そ
群
書
の
載
せ
る
と
こ
ろ
、

必
ず
治
に
資
す
る
者
有
ら
ば
、
方
め
て
采
り
て
こ
れ
を
録
す
。
細
故
繁
文

に
し
て
治
に
資
す
る
無
き
者
は
録
せ 

。

そ
の
出
版
す
る
目
的
に
つ
い
て
も
、
先
に
引
用
し
た
自
序
に
述
べ
る
よ
う
に
、

皇
明
通
紀
は
「
昭
代
」
の
正
史
と
し
て
出
版
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
後

世
の
史
書
編
纂
の
た
め
の
素
材
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
断
っ
て
い
る
。

（　

）
29る
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30う

（　

）
31ず

　

そ
れ
で
は
、
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
広
東
の
地
に
退
休
し
て
い
た
陳
建
が
い

ち
早
く
、
同
時
代
史
の
編
纂
に
着
手
し
た
意
図
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
も
、
彼
の
残
し
た
自
序
自
身
に
語
ら
せ
よ
う
。

抑
も
嘗
て
こ
れ
に
因
り
て
世
変
を
閲
歴
す
る
に
、
尤
も
感
ず
る
こ
と
有
り
。

祖
宗
の
時
、
士
馬
精
強
、
辺
烽
の
警
少
な
し
、
而
し
て
後
來
は
則
ち
胡
騎

往
往
深
く
入
り
て
忌
む
こ
と
無
き
な
り
。
祖
宗
の
時
、
風
俗
淳
美
、
真
才

輩
出
す
、
而
し
て
邇
來
は
則
ち
日
び
漸
く
澆
漓
す
る
な
り
。
祖
宗
の
時
、

財
用
余
有
り
、
而
し
て
邇
來
則
ち
度
支
恒
に
匱
乏
を
憂
う
る
な
り
。
祖
宗

の
時
、
法
度
昭
明
な
り
、
而
し
て
邇
來
は
則
ち
変
易
廃
弛
す
る
こ
と
比
比

な
り
。
こ
れ
を
天
下
に
推
さ
ば
、
皆
な
然
ら
ざ
る
こ
と
莫 

。

こ
こ
で
は
、
衰
世
に
向
か
う
き
ざ
し
と
し
て
の
「
世
変
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る
。
国
初
に
比
べ
た
近
年
の
風
俗
の
「 
澆  
漓 
」、
財
用
の
匱
乏
、
法
度
の
廃

ぎ
ょ
う 

り

弛
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
時
代
は
、
森
正
夫
が
か
つ
て
地
方
志
の

風
俗
の
項
か
ら
見
出
し
た
秩
序
の
転
倒
現
象
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
関
係

に
お
け
る
秩
序
変
動
が
顕
在
化
し
た
時
代
で
あ
っ 

。さ
ら
に
こ
の
自
序
に「
嘉

靖
歳
在
乙
卯
仲
夏
之
吉
」
と
紀
年
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

本
書
が
刊
行
さ
れ
た
嘉
靖
三
十
四
年
（
一
五
五
五
）
と
言
え
ば
、
都
の
北
京
が

古
北
口
か
ら
長
城
内
に
侵
入
し
た
モ
ン
ゴ
ル
族
タ
タ
ー
ル
部
の
ア
ル
タ
ン
の
軍

勢
に
よ
り
数
日
間
包
囲
さ
れ
た
庚
戌
の
変
（
一
五
五
○
）
か
ら
ま
だ
五
年
を
経

て
い
な
い
時
点
で
あ
る
。
陳
建
が
附
し
た
皇
明
通
紀
の
按
語
に
、
北
辺
防
衛
に

つ
い
て
の
言
及
が
数
多
く
見
ら
れ
る
の
も
そ
の
せ
い
で
あ
ろ 

。

　

陳
建
は
こ
れ
に
続
け
て
、

是
れ
果
し
て
世
変
、
江
河
の
趨
を
成
し
て
挽
く
可
か
ら
ざ
る
か
。
抑
も
人

事
の
失
得
、 
以 
有
り
て
こ
れ
を
致
す
か
。
愚 
間 
次
録
に
因
り
て
事
変
を 
閲 

ゆ
え 

ま
ま 

み

（　

）
32し

（　

）
33た

（　

）
34う
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る
に
、
自
ら
懐
に
已
む
こ
と
能
わ
ず
。
輙
ち
評
議
を
僭
著
し
、
或
い
は
時

賢
の
確
言
を
采
る
。
誠
に
当
世
の
為
に
前
箸
の
籌
を
借
り
て
、
以
て
祖
宗

の
盛
を
挽
回
せ
ん
こ
と
を
欲
す
は
、
深
く
願
う
と
こ
ろ
な
り
、
而
れ
ど
も

力
こ
れ
能
く
与
る
こ
と
莫
き
な
り
。
世
道
に
志
す
者
有
ら
ば
尚
お
相
と
も

に
こ
れ
を 
商  

。

は
か

と
述
べ
て
、
自
序
を
結
ん
で
い
る
。
陳
建
と
て
分
を
わ
き
ま
え
な
い
の
は
百
も

承
知
で
あ
っ
た
。
皇
明
通
紀
を
著
す
の
は
、
祖
宗
の
如
き
盛
世
に
引
き
戻
す
べ

く
社
会
秩
序
の
再
建
を
志
そ
う
と
す
る
強
い
経
世
の
志
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ

 

。

二　

明
朝
に
お
け
る
禁
書

１　

隆
慶
禁
書
の
経
緯

　

陳
建
の
皇
明
通
紀
は
、
嘉
靖
三
十
四
年
に
刊
行
さ
れ
る
と
、
ま
も
な
く
多
く

の
読
者
を
獲
得
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
政
書
に
分
類
さ
れ
る
『
皇

明
泳
化
類
編
』
の
著
者
�
球
に
よ
る
隆
慶
戊
辰
（
二
年
、
一
五
六
八
）
の
紀
年

を
有
す
る
自
序
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
自
ら
の
性
格
を
「
書
癖
」

と
し
た
う
え
で
、
官
撰
の
『
大
明
一
統
志
』『
大
明
会
典
』『
五
倫
書
』『
為
善
陰

隲
書
』『
聖
政
紀
』『
皇
明
詔
制
』『
皇
明
文
衡
』『
名
臣
経
済
録
』
な
ど
の
書
に

続
い
て
、『
皇
明
通
紀
』『
金
聲
玉
振
集
』『
今
献
彙
言
』『
功
臣
録
』『
名
臣
言
行

録
』
な
ど
の
書
籍
を
繙
い
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
�
球
は
、
湖
広
の
永
州
府
祁

陽
出
身
で
、
嘉
靖
三
十
八
年
己
未
科
の
進
士
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
科
挙
に

及
第
す
る
ま
で
の
受
験
勉
強
の
期
間
に
皇
明
通
紀
を
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
陳
建
の
皇
明
通
紀
が
禁
書
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
隆
慶
五
年
（
一
五

（　

）
35れ

（　

）
36た

七
一
）
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
経
緯
は
『
穆
宗
実
録
』
巻
六
一
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
。

広
東
東
莞
の
人
陳
建
は
皇
明
資
治
通
紀
を
私
輯
し
、
具
さ
に
国
初
よ
り
正

徳
の
間
に
至
る
事
を
載
せ
る
。
梓
し
て
四
方
に
行
わ
れ
る
も
、
内
に
伝
聞

の
真
を
失
す
る
も
の
多
し
。
工
科
給
事
中
李
貴
和
が
上
言
す
る
に
、「
我
が

朝
の
列
聖
実
録
は
皆
儒
臣
の
旨
を
奉
ず
る
を
経
て
纂
修
し
、
蔵
す
る
に
秘

府
に
在
り
。
建
は
草
莽
の
臣
を
以
て
越
職
僭
擬
し
、
已
に
自
用
自
専
の
罪

を
犯
せ
り
。
況
ん
や
時
は
二
百
年
を
更
、
地
は
万
余
里
を
隔
つ
、
乃
ち
一

人
の
聞
見
を
以
て
、
時
賢
を 
臧  
否 
し
、
衆
聴
を 

惑
せ
ん
と
欲
す
。
若
し

ヒ 

ヒ
ョ
ウ

早
に
禁
絶
を
加
え
ざ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
将
来
訛
す
る
に
以
て
訛
を
伝
え
、

国
是
の
累
と
為
る
こ
と
、
浅
浅
た
る
に
非
る
な
り
」
と
。
疏
は
礼
部
に
下

し
て
覆
議
す
る
に
、「
請
う
ら
く
は
原
板
を
焚
燬
し
、仍
り
て
史
館
に
諭
し
、

採
用
す
る
を
得
る
こ
と
毋
か
れ
」
と
。
こ
れ
に
従 

。

最
初
に
皇
明
通
紀
を
問
題
に
し
た
の
は
、
嘉
靖
四
十
四
年
の
進
士
で
工
科
右
給

事
中
の
任
に
あ
っ
た
李
貴 

で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
皇
明
通
紀
に
は
、

嘉
靖
乙
卯
（
一
五
五
五
）
の
陳
建
の
自
序
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
刻

本
と
し
て
刊
行
後
十
数
年
を
へ
た
時
点
で
、
李
貴
和
の
上
奏
が
出
さ
れ
た
こ
と

に
な 

。
陳
建
自
身
は
五
年
前
に
す
で
に
他
界
し
て
い
た
。
刊
行
か
ら
李
貴
和

の
上
奏
が
出
さ
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
に
は
、
お
そ
ら
く
地
方
で
出
さ
れ
た

出
版
物
が
中
央
で
広
ま
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
が
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

礼
部
の
審
議
を
へ
て
、
そ
の
版
木
を
焼
却
し
、
将
来
こ
れ
を
史
館
で
採
用
し
な

い
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
隆
慶
帝
の
裁
可
を
得
た
。 

（　

）
37う

（　

）
38和

（　

）
39る
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２　

禁
書
に
指
定
す
る
論
理
―
明
朝

　

給
事
中
李
貴
和
の
上
奏
を
手
が
か
り
に
、
皇
明
通
紀
が
禁
書
に
指
定
さ
れ
た

理
由
を
検
討
す
る
。
聖
旨
を
奉
じ
て
着
手
さ
れ
る
実
録
編
纂
の
伝
統
が
存
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
退
職
し
た
地
方
官
僚
が
「
国
史
」
を
勝
手
に
編
纂
す
る
と

い
う
「
自
用
自
專
の
罪
」
を
犯
し
た
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
一

人
の
見
聞
に
よ
っ
て
、
二
百
年
間
、
万
里
を
超
え
る
時
空
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
の

は
到
底
不
可
能
で
あ
る
と
し
、
そ
の
人
物
批
評
は
衆
を
惑
わ
す
も
の
で
あ
る
と

批
判
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
皇
明
通
紀
の
出
版
が
、
ま
ず
「
国
史
」
の
勝
手
な
編
纂
と
し
て

問
題
に
な
っ
た
点
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
実
録
の
紀
事
の
冒
頭
で
は
、
皇
明
通

紀
に
対
し
「
内
に
伝
聞
の
真
を
失
す
る
も
の
多
し
」
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い

る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
隆
慶
年
間
に
禁
書
を
め
ぐ
る
か
か
る

議
論
と
措
置
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
録
が
編
纂
さ

れ
た
当
時
に
お
い
て
も
、
皇
明
通
紀
に
対
し
て
こ
う
し
た
王
朝
の
評
価
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
万
暦
二
年
七
月
に

上
進
さ
れ
た
『
穆
宗
実
録
』
は
、
大
学
士
張
居
正
が
総
裁
官
の
筆
頭
を
務
め
て

お
り
、
そ
の
叙
述
に
は
張
居
正
の
意
向
が
か
な
り
反
映
し
て
い
た
と
言
わ
れ 

。

国
史
編
纂
の
前
提
を
な
す
起
居
注
の
制
度
を
万
暦
三
年
三
月
に
復
活
さ
せ
た
の

も
張
居
正
で
あ 

、
皇
明
通
紀
の
禁
書
指
定
は
、
王
朝
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
と

し
て
の
「
国
史
」
編
纂
に
対
す
る
、
こ
の
時
期
の
王
朝
の
高
い
関
心
と
通
底
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ 

。（
未
完
） 

（　

）
40る

（　

）
41り

（　

）
42る

註
（
１
） 
井
上
進
『
中
国
出
版
文
化
史
―
書
物
世
界
と
知
の
風
景
―
』
名
古
屋
大
学
出
版

会
、
二
○
○
二
年
。
大
木
康
『
明
末
江
南
の
出
版
文
化
』
研
文
出
版
、
二
○
○
四
年
。

勝
山
稔「
明
代
に
お
け
る
坊
刻
本
の
出
版
状
況
に
つ
い
て
―
明
代
全
般
の
出
版
数
か

ら
見
る
建
陽
坊
刻
本
に
つ
い
て
―
」
磯
部
彰
編
『
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
研
究
―
に

わ
た
ず
み
』
二
○
○
四
年
所
収
。

（
２
） 
皇
明
通
紀
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
内
藤
湖
南
『
支
那
史
学
史
』
十
一　

明
代
の
史
学
、
三　

掌
故
の
学
の
一
変
、
内
藤
湖
南
全
集
第
十
一
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
九
年
、
初
出
一
九
四
九
年
。
謝
国
禎
『
増
訂
晩
明
史
籍
考
』
上
海
古
籍
出

版
社
、
一
九
八
一
年
。
向
燕
南
「
陳
建
《
皇
明
資
治
通
紀
》
的
編
纂
特
点
及
影
響
」

『
史
学
研
究
』
一
九
九
三
年
一
期
。
同
『
中
国
史
学
思
想
通
史
』
明
代
巻
第
六
章　

陳
建
的
経
世
史
学
思
想
、
黄
山
書
社
、
二
○
○
一
年
。
石
洪
運
「
皇
明
資
治
通
紀

三
種
影
印　

前
言
」中
国
公
共
図
書
館
古
籍
文
献
珍
本
彙
刊『
皇
明
資
治
通
紀
三
種
』

一
九
九
七
年
、
陳
智
超
・
沈
津
「
張
名
振
批
点
本
《
皇
明
資
治
通
紀
》」『
中
国
史

研
究
動
態
』
一
九
九
八
年
四
期
。
銭
茂
偉
『
明
代
史
学
編
年
考
』
中
国
文
聯
出
版
社
、

二
○
○
○
年
。『
明
代
史
学
的
歴
程
』
社
会
科
文
献
出
版
社
、
二
○
○
三
年
な
ど
が

あ
る
。

（
３
） 
註
（
２
）
前
掲
の
向
燕
南
論
文
四
九
頁
参
照
。『
皇
明
歴
朝
資
治
通
紀
前
編
八

巻　

後
編
三
十
四
巻
』、「
皇
明
通
紀
凡
例
」
の
第
一
項
目
に
、「
一
、
紀
事
多
首
擧

其
綱
、
後
乃
詳
其
事
目
聯
書
之
、
倣
張
光
啓
通
鑑
續
編
例
也
。
不
敢
顯
擬
朱
子
也
。」

と
あ
る
。　

（
４
） 
な
お
、
劉 

撰
、
張
光
啓
訂
正
『
増
修
附
註
資
治
通
鑑
節
要
続
編
』
三
十
巻
は
、

明
宣
徳
九
年
福
建
建
陽
書
林
朱
氏
尊
徳
書
堂
刊
本
が
中
国
の
復
旦
大
学
図
書
館
に
、

明
景
泰
三
年
福
建
建
陽
書
林
王
興
泉
善
敬
堂
刊
本
や
明
正
徳
九
年
司
礼
監
刻
本
が

中
国
の
国
家
図
書
館
（
旧
、
北
京
図
書
館
）
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の

内
閣
文
庫
や
国
立
国
会
図
書
館
（
残
欠
本
）
に
所
蔵
す
る
の
は
、
朝
鮮
刊
本
で
あ
る
。

（
５
） 『
皇
明
通
紀
従
信
録
』
巻
首
、
沈
國
元
「
従
信
録
總
例
」、

通
紀
創
於
東
莞
陳
建
、
自
洪
・
永
迄
弘
・
正
。
續
紀
補
嘉
・
隆
。
覧
者
以
編
年
敘

事
、
文
順
義
明
、
遂
推
爲
本
朝
典
故
權
輿
。
憲
章
・
吾
學
・
大
政
・
續
編
・
典
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則
・
統
宗
・
紀
聞
・
彙
編
・
史
料
之
類
、
當
聖
明
不
諱
之
朝
、
百
家
紛
紛
兢
勝
。

（
６
） 
註
（
２
）
前
掲
の
謝
著
書
三
八
頁
。

（
７
） 『
皇
明
歴
朝
資
治
通
紀
前
編
八
巻　

後
編
三
十
四
巻
』、「
皇
明
通
紀
序
」、

我
朝
洪
武
開
國
四
十
餘
年
之
事
、
無
非
所
謂
創
業
垂
統
也
、
啓
運
一
録
備
矣
。

繼
自
永
樂
下 

正
徳
、
凡
八
朝
一
百
二
十
四
年
之
事
、
無
非
所
謂
持
盈
守
成
也
、

則
今
通
紀
具
焉
。
紀
成
就
梓
、
非
敢
自
謂
昭
代
成
史
、
乃
爲
後
之
秉
史
筆
君
子

屬
稿
云
爾
。
啓
運
録
舊
已
梓
完
、
難
於
再
編
改
刻
、
然
二
之
又
不
是
。
故
今
併

冠
以
通
紀
之
名
、
而
版
刻
姑
仍
舊
、
合
前
後
共
爲
一
書
云
。

（
８
） 『
中
国
古
籍
善
本
書
目
・
史
部
』
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
一
年
に
よ
れ
ば
、

南
京
図
書
館
に
陳
建
撰
『
皇
明
啓
運
録
』
八
巻
、
明
刻
本
を
所
蔵
す
る
も
未
見
。

な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
内
閣
文
庫
に
所
蔵
す
る
『
新
刊
皇
明
啓
運
録
』
八
巻
、

朝
鮮
活
字
本
は
、『
皇
明
啓
運
録
』
原
刻
本
の
翻
刻
で
は
な
く
、
合
刻
さ
れ
た
『
皇

明
資
治
通
紀
』
前
編
の
翻
刻
と
考
え
ら
れ
る
。
近
刊
の
『
稀
見
明
史
史
籍
輯
存
』

線
裝
書
局
、
二
○
○
三
年
に
は
、
北
京
の
国
家
図
書
館
分
館
に
所
蔵
す
る
『
皇
明

啓
運
録
』（
存
巻
三
〜
八
）
を
影
印
し
て
い
る
が
、
版
式
一
○
行
×
二
二
字
や
字
体

な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
嘉
靖
刊
本
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
後
述
す
る
よ
う
に
、
版

心
題
が
「
□
明
□
□
録
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（
図
４
）
か
ら
、『
皇
明
啓
運
録
』

の
原
刻
本
で
は
な
く
『
皇
明
歴
朝
資
治
通
紀
』
と
し
て
合
刻
さ
れ
た
後
の
前
編
啓

運
録
の
一
部
で
あ
ろ
う
。

（
９
） 
民
国
『
東
莞
県
志
』
巻
八
四
、
芸
文
略
二
、
史
部
上
で
は
、「
皇
明
通
紀
二
十

七
巻
」
と
著
録
し
て
い
る
。
陳
伯
陶
の
按
語
に
は
、
崇
禎
『
東
莞
志
』（
張
二
果
・

曾
起 

曽
重
修
）
や
『
粤
大
記
』
な
ど
に
見
え
る
三
十
四
巻
本
が
「
其
の
原
著
に

當
た
る
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
「
原
著
は
今
見
る
可
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
民
国
当
時
す
で
に
現
存
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
。
確
か
に
、
崇
禎

『
東
莞
志
』
巻
五
、
人
物
伝
二
、
士
躅
、
国
朝
、
陳
建
伝
に
は
、「
遷
山
東
陽
信
令
、

未
幾
以
母
老
、
力
請
辞
帰
養
、
遂
専
精
著
述
、 

輯
聖
祖
啓
運
以
來
迄
于
正
徳
、

爲
皇
明
通
紀
三
十
四
巻
。」
と
あ
り
、
三
十
四
巻
本
と
し
て
い
る
。『
皇
明
歴
朝
資

治
通
紀
』
の
う
ち
、
啓
運
録
の
前
編
八
巻
を
除
い
た
「
後
編
三
十
四
巻
」
を
皇
明

通
紀
の
巻
数
と
見
誤
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

な
お
、
嘉
靖
三
十
七
年
序
刊
、
黄
佐
纂
『
広
東
通
志
』
巻
四
十
二
、
芸
文
志
上
、
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史
目
に
、「
皇
明
通
紀
二
十
巻
、
東 　
  
 

陳
建
撰
」
と
あ
る
の
は
、
皇
明
通
紀
が
書
目

マ
マ

に
著
録
さ
れ
た
最
も
早
期
の
事
例
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
後
述
す
る
よ
う

に
二
十
巻
本
の
存
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（　

） 
国
家
図
書
館
特
蔵
組
編
『
国
家
図
書
館
善
本
書
志
初
稿
』
史
部（
一
）、
一
九
九

10七
年
の
一
五
七
〜
八
頁
（
林
偉
洲
・
鄭
方
宜
執
筆
）」
に
よ
れ
ば
、
版
本
に
つ
い
て

は
、「
明
嘉
靖
乙
卯
（
三
十
四
年
、
一
五
五
五
）
東
莞
陳
氏
刊
本
」
と
注
記
し
て
い

る
。
因
み
に
、
国
立
中
央
図
書
館
編
印
『
台
湾
公
蔵
善
本
書
目
人
名
索
引
』（
一
九

七
二
年
、
七
一
○
頁
）
で
は
、
前
編
の
「
皇
明
啓
運
録
」
を
含
め
ず
、「
皇
明
資
治

通
紀
三
十
四
巻　

明
嘉
靖
三
十
四
年
刊
本　

中
図
一
五
三
」
と
著
録
し
て
い
た
。

二
○
○
四
年
に
台
湾
の
国
家
図
書
館
で
四
十
二
巻
本
を
繙
く
機
会
を
得
た
が
、本
書

の
ど
こ
に
も
「
新
刊
校
正
」
と
題
す
る
記
載
は
見
え
な
い
。
か
え
っ
て
本
書
に
は

「
皇
明
歴
朝
資
治
通
紀
」
と
い
う
題
簽
五
件
の
存
在
を
確
認
し
た
。
陳
建
自
序
と
巻

目
や
題
簽
の
記
載
か
ら
判
断
し
て
、『
皇
明
歴
朝
資
治
通
紀
』
と
著
録
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
の
題
簽
の
下
段
に
は
、「
永
楽
紀　

巳
」「
洪
煕
紀
宣
徳
紀　

午
」「
正
統
紀　

未
」「
成
化
紀　

酉
」「
正
徳
紀　

亥
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
十
二

冊
の
冊
数
に
合
わ
せ
て
、
十
二
支
を
用
い
て
冊
数
を
記
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　

な
お
、
黄
慈
博
編
『
広
東
宋
元
明
清
経
籍
槧
本
紀
略
』（『 

蜀
浙
粤
刻
書
叢
考
』

北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
○
○
三
年
所
収
）
の
一
○
○
に
、「
陳
建
皇
明
啓
運
録
四

十
二
巻　

萬 
歴 
三
十
七
年
刻
本　

存
」
を
著
録
し
、「
按　

是
書
巻
末
有
皇
明
萬
歴

マ
マ

己
丑
（
十
七
年
）
廣
東
東
莞
臣
陳
建
芳
刊
本
記
」
と
按
語
を
附
し
て
い
る
。
し
か

し
『
皇
明
啓
運
録
』
の
四
十
二
巻
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
、『
皇
明
歴
朝
資
治
通
紀
』
四
十
二
巻
本
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
按
語
の
記

載
の
と
お
り
と
す
れ
ば
、
万
暦
己
丑
（
十
七
年
）
刊
本
も
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

（　

） 「
皇
明
通
紀
凡
例
」（
四
十
二
巻
本
）、

11
一
、
此
紀
編
年
、
雖
終
于
正
徳
之
季
、
然
今
嘉
靖
中
我
聖
天
子
有
徽
猷
美
政
、

先
朝
所
未
及
行
者
、
必
因
事
類
録
備
書
、
垂
法
萬
世
、
此
固
史
家
一
例
也
。

　

後
述
す
る
『
新
刊
校
正
皇
明
資
治
通
紀
』
十
四
巻
本
に
は
、
凡
例
を
載
せ
て
い
な
い
。

ま
た
万
暦
初
刊
本
の
摘
星
楼
本
に
載
せ
る
凡
例
で
は
、第
七
項
目
の
み
は
別
の
一
文

に
替
え
ら
れ
て
い
る
。

（　

） 
傅 
 

等
主
編
『
中
国
蔵
書
通
史
』
寧
波
出
版
社
、
二
○
○
一
年
、
一
一
九
九

12頁
参
照
。

（　

） 
こ
の
ほ
か
、
寧
波
市
の
天
一
閣
が
所
蔵
す
る
『
皇
明
資
治
通
紀
前
編
八
巻　

後

13編
三
十
四
巻
』
存
三
十
四
巻
（
前
編
巻
一
〜
八
、
後
編
巻
一
〜
一
六
、
二
○
〜
二

九
）
十
冊
も
、『
中
国
古
籍
善
本
書
目
・
史
部
』
一
五
八
頁
の
記
載
に
見
え
る
よ
う

に
、
お
そ
ら
く
「
明
嘉
靖
刻
本
」
と
思
わ
れ
る
が
、
確
認
す
る
機
会
を
得
て
い
な
い
。

当
該
書
は
、
天
一
閣
が
一
九
六
五
年
九
月
に
買
い
戻
し
た
も
の
で
あ
る
。『
新
編
天

一
閣
書
目
』、「
天
一
閣
訪
帰
書
目
」
史
部
、
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
。
た
だ
し
、

銭
氏
は
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
万
暦
初
年
の
「
重
刻
本
」
と
し
て
い
る
。

前
掲
註
（
２
）『
明
代
史
学
編
年
考
』
一
二
六
頁
参
照
。

（　

） 
銭
氏
の
研
究
『
明
代
史
学
編
年
考
』
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
の
川
浩
二
氏

14よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

（　

） 
た
だ
し
、
四
十
二
巻
本
の
「
採
拠
書
目
」
一
一
七
種
に
比
べ
て
、『
革
除
遺
事
』

15『
孫
毅
菴
奏
議
』『
今
献
彙
言
』『
雙
槐
歳
抄
』『
寓
圃
雑
記
』
の
五
種
を
載
せ
て
い

な
い
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（　

） 
康
煕
『
東
莞
県
志
』
巻
一
二
、
人
物
、
陳
恩
伝
。
巻
一
三
、
芸
文
一
○
。

16
（　

） 
崇
禎
『
東
莞
志
』
巻
三
、
学
較
志
、
選
挙
表
、
郷
挙
。

17
（　

） 
康
煕
『
東
莞
県
志
』
巻
一
二
、
人
物
、
陳
恩
伝
。

18
（　

） 
崇
禎
『
東
莞
志
』
巻
三
、
学
較
〔
校
〕
志
、
選
挙
表
、
郷
挙
。

19
（　

） 
崇
禎
『
東
莞
志
』
巻
五
、
人
物
伝
二
、
士
躅
・
国
朝
、
陳
建
伝
。
隆
慶
『
臨
江

20府
志
』
巻
五
、
官
師
、
国
朝
・
教
授
。

（　

） 
四
庫
存
目
叢
書
に
は
、
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
の
明
嘉
靖
二
十
七
年
刻
本
（
版

21式
一
○
行
×
二
○
字
）
を
影
印
し
て
い
る
。『
学
蔀
通
辨
』
は
、
朱
子
と
陸
象
山
の

異
同
を
訂
正
し
、
王
陽
明
の
朱
子
理
解
を
批
判
し
た
書
物
で
あ
る
。
吉
田
公
平
『
陸

象
山
と
王
陽
明
』
研
文
出
版
、
一
九
九
○
年
、
同
「
王
陽
明
の
朱
子
学
批
判
」『
陽

明
学
が
問
い
か
け
る
も
の
』
研
文
出
版
、
二
○
○
○
年
所
収
、
お
よ
び
註
（
２
）

前
掲
向
燕
南
著
書
参
照
。

（　

） 
崇
禎
『
東
莞
志
』
巻
五
、
人
物
伝
、
二
、
士
躅
、
国
朝
、
陳
建
伝
。
康
熙
『
東

22莞
県
志
』
巻
一
三
、
芸
文
一
○
、
民
国
『
東
莞
県
志
』
巻
五
八
、
陳
建
伝
。

（　

） 
民
国
『
東
莞
県
志
』
巻
五
八
、
陳
建
伝
。
最
期
の
地
に
つ
い
て
は
、
瞿
九
思
の

23
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「
墓
誌
」
に
依
拠
し
て
い
る
。
同
書
は
、
瞿
九
思
の
墓
誌
の
ほ
か
「
謁
墓
文
」
や

「
家
伝
」
を
史
料
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
未
見
で
あ
る
。

（　

） 
摘
星
樓
本
で
は
一
一
九
種
、
凌
稚
隆
重
刊
本
で
は
一
一
二
種
を
掲
げ
て
い
る
。

24ま
た
皇
明
実
紀
で
は
「
引
用
群
書
」
と
し
て
八
二
種
を
掲
げ
て
い
る
。

（　

） 
崇
禎
年
間
刊
行
さ
れ
た
皇
明
通
紀
の
続
編
で
あ
る
『
皇
明
通
紀
法
伝
全
録
』
の

25「
引
用
群
書
」
な
ど
に
も
、
実
録
の
書
名
は
載
せ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
に
は
、
す

で
に
実
録
抄
本
を
利
用
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
「
金
匱

石
室
」
の
書
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
明
記
す
る
の
を
控
え
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（　

） 
沈
徳
符
『
万
暦
野
獲
編
』
巻
二
五
、
著
述
、「
焚
通
紀
」
に
、「
楊
升
庵
云
、
皇

26明
通
紀
爲
梁
文
康
弟
梁
億
所
撰
。
其
言
必
有
據
。
豈
億
創
之
、
而
嫁
名
於
陳
建
耶
。

況
梁
亦
廣
州
之
南
海
人
。」
と
あ
る
。
升
庵
は
、
楊
慎
の
号
で
、
父
親
は
後
述
す
る

梁
儲
と
同
時
期
に
首
輔
と
な
っ
た
楊
廷
和
で
あ
る
。
黄
虞
稷『
千
頃
堂
書
目
』巻
四
、

編
年
類
に
も
、「
隆
慶
間
、
給
事
中
李
貴 
利 
言
、
建
以
草
莽
之
臣
、
越
職
僭
擬
、
請

マ
マ

毀
其
板
、
從
之
。
或
云
、
梁
儲
弟
億
託
名
建
作
。」
と
あ
る
。

（　

） 「
張
爾
田
題
記
」、

27
澹
園
集
謂
、
此
書
本
梁
文
康
之
弟
億
所
作
、
故
多
譽
兄
之
言
。
攷
書
中
惟
載
文

康
不
草
詔
事
、
不
無
溢
美
。
然
亦
本
之
鴻
猷
録
、
清
瀾
非
盗
人
書
者
。
要
之
所

采
私
家
野
記
、
既
多
失
於
勘
正
耳
。
孟
劬
再
記
。

（　

） 『
皇
明
資
治
通
紀
』（
十
四
巻
本
）
巻
一
四
、
武
宗
毅
皇
帝
紀
、
正
徳
十
三
年
六

28月
の
条
。『
明
武
宗
実
録
』
巻
一
六
四
、
正
徳
十
三
年
七
月
己
亥
の
条
。
実
録
の
こ

の
記
述
は
、
皇
明
通
紀
と
比
べ
る
と
、
極
め
て
簡
略
で
あ
る
。

（　

） 『
全
明
分
省
分
縣
刻
書
考
』
湖
北
省
巻
、
京
山
縣
に
、「
鴻
猷
録
十
六
巻
、
明
高

29岱
撰
。
明
嘉
靖
四
十
四
年
湖
北
省
京
山
縣
高
思
誠
刊
本
。
巻
十
六
後
有
『
嘉
靖
乙

丑
年
四
吉
旦
男
思
誠
校
刊
』
牌
記
。」
と
あ
る
。

（　

） 「
皇
明
通
紀
序
」、

30
宮
端
泰
泉
黄
先
生
見
之
、 

建
曰
、
昔
漢
中
葉
有
司
馬
遷
史
記
、
有
班
固
漢
書
、

有
荀
悦
漢
紀
、
宋
中
葉
有
李
�
長
編
、
皆
蒐
載
當
時
累
朝
制
治
之
迹
、
以
昭
示

天
下
。
我
朝
自
太
祖
開
基
聖
子
神
孫
、重
光
繼
照
、垂
二
百 

矣
。
而
未
有
紀
者
。

子
纂
述
是
志
、
蓋
併
圖
之
、
以
成
昭
代
不
刊
之
典
也
。
建
初
辭
焉
。
愧
乏
三
長
、

何
敢
僭
踰
及
此
。
然
竊
自
念
、
素
性
有
癖
焉
。

（　

） 「
皇
明
通
紀
凡
例
」、

31
一
、
此
紀
倣
資
治
通
鑑
而
作
。
凡
群
書
所
載
、
必
有
資
於
治
者
、
方
采
録
之
。

細
故
繁
文
無
資
於
治
者
、
弗
録
。

（　

） 「
皇
明
通
紀
序
」、

32
抑
嘗
因
此
閲
歴
世
變
、
尤
有
感
焉
。
祖
宗
時
、
士
馬
精
強
、
邊
烽
少
警
、
而
後

來
則
胡
騎
往
往
深
入
無
忌
也
。
祖
宗
時
、
風
俗
淳
美
、
真
才
輩
出
、
而
邇
來
則

日
漸
澆
漓
也
。
祖
宗
時
、
財
用
有
餘
、
而
邇
來
則
度
支
恒
憂
匱
乏
也
。
祖
宗
時
、

法
度
昭
明
、
而
邇
來
則
變
易
廢
弛
比
比
也
。
推
之
天
下
、
莫
不
皆
然
。

（　

） 
森
正
夫
「
明
末
の
社
会
関
係
に
お
け
る
秩
序
変
動
に
つ
い
て
」『
名
古
屋
大
学

33文
学
部
三
十
周
年
記
念
論
集
』
一
九
七
九
年
所
収
。

（　

） 
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
皇
明
資
治
通
紀
』（
十
四
巻
本
）
巻
八
、
英
宗
睿
皇
帝
紀
、

34己
巳
正
統
十
四
年
十
一
月
で
は
、「
按
古
今
立
國
邊
藩
爲
急
」
云
々
と
論
じ
て
い
る
。

（　

） 「
皇
明
通
紀
序
」、

35
是
果
世
變
、
成
江
河
之
趨
而
不
可
挽
與
。
抑
人
事
之
失
得
、
有
以
致
之
也
。
愚

間
因
次
録
閲
事
變
、
不
能
自
已
于
懐
、
輙
僭
著
評
議
、
或
采
時
賢
確
言
、
誠
欲

爲
當
世
借
前
箸
之
籌
、
以
挽
回
祖
宗
之
盛
、
所
深
願
焉
、
而
力
莫
之
能
與
也
。

有
志
于
世
道
者
、
尚
相
與
商
之
。

（　

） 
皇
明
通
紀
と
そ
の
増
補
・
改
訂
版
が
明
末
に
広
く
受
容
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て

36は
、
陳
建
の
編
纂
意
図
と
は
一
応
切
り
離
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
科
挙
と

の
関
わ
り
な
ど
読
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
論
及
す
る
。

（　

） 『
明
穆
宗
実
録
』
巻
六
一
、
隆
慶
五
年
九
月
辛
巳
、

37
廣
東
東
莞
人
陳
建
私
輯
皇
明
資
治
通
紀
、
具
載
國
初
至
正
徳
間
事
、
梓
行
四
方
、

内
多
傳
聞
失
真
者
。
工
科
給
事
中
李
貴
和
上
言
、
我
朝
列
聖
實
録
、
皆
經
儒
臣

奉
旨
纂
修
、
藏
在
秘
府
。
建
以
草
莽
之
臣
越
職
僭
擬
、
已
犯
自
用
自
專
之
罪
矣
。

況
時
更
二
百
年
、
地
隔
萬
餘
里
、
乃
欲
以
一
人
聞
見
、
臧
否
時
賢
、 

惑
衆
聽
。

若
不
早
加
禁
絶
、
恐
將
來
訛
以
傳
訛
、
爲
國
是
之
累
、
非
淺
淺
也
。
疏
下
禮
部

覆
議
、
請
焚
燬
原
板
、
仍
諭
史
館
、
毋
得
採
用
。
從
之
。

　

万
暦
三
十
四
年
の
自
序
を
有
す
る
沈
徳
符
の
『
万
暦
野
獲
編
』
に
も
、
実
録
と
同

様
の
記
述
が
見
え
る
。
両
者
を
対
照
す
る
と
明
か
な
よ
う
に
、
沈
徳
符
は
明
言
し

て
い
な
い
も
の
の
、
実
録
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
煩
を
厭
わ
ず
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掲
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。『
万
暦
野
獲
編
』
巻
二
五
、
著
述
「
焚
通
紀
」、

皇
明
資
治
通
紀
、
嘉
靖
間
廣
東
東
莞
縣
人
陳
建
所
纂
、
載
國
初
以
至
正
徳
事
跡
、

皆
采 

野
史
及
四
方
傳
聞
、
往
往
失
實
。
至
隆
慶
間
、
給
事
中
李
貴
和
上
言
、

我
朝
列
聖
實
録
、
皆
經
儒
臣
纂
修
、
藏
在
秘
府
。
建
以
草
莽
僭
擬
、
已
犯
自
用

自
專
之
罪
。
況
時
更
二
百
年
、
地
隔
萬
餘
里
、
乃
以
一
人
聞
見
、 

惑
衆
聽
、

臧
否
時
賢
。
若
不
禁
絶
、
爲
國
是
害
非
淺
。
乞
下
禮
部
追
焚
原
板
、
仍
諭
史
館
、

勿
得
采
用
。
上
從
之
。

（　

） 
蕭
彦
『
掖
垣
人
鑑
』
後
集
巻
一
五
、

38
李
貴
和
、
字
子
中
、
號
節
齋
、
河
南
祥
符
縣
人
、
嘉
靖
四
十
四
年
進
士
。
隆
慶

二
年
山
西
襄
垣
知
縣
、
陞
山
東
青
州
府
同
知
、
歴
刑
部
員
外
郎
、
四
年
十
二
月

改
戸
科
給
事
中
、
五
年
陞
工
科
右
、
六
年
陞
兵
科
左
、
尋
陞
湖
廣
參
議
、
仕
至

陝
西
副
使
聽
調
。

（　

） 
繆
咏
禾
『
明
代
出
版
史
稿
』
江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
○
○
○
年
の
第
一
三
章
第

39二
節
五
、
献
書
者
的
遭
遇
（
四
五
八
頁
）
に
お
い
て
、
皇
帝
に
対
す
る
献
書
の
結

果
と
し
て
皇
明
通
紀
の
禁
書
を
紹
介
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。ま
た
事
件
が
起

き
た
年
を
隆
慶
三
年
と
し
、
給
事
中
の
氏
名
を
「
李
貴
」
と
誤
っ
て
い
る
の
は
、

お
そ
ら
く
傅
維
鱗
『
明
書
』
の
記
載
の
誤
り
を
踏
襲
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
同
書

巻
七
五
、
経
籍
志
で
は
、「（
隆
慶
） 
三 
年
東
莞
陳
建
私
輯
皇
明
資
治
通
紀
。
給
事

○

中 
李  
貴 
參
其
謬
誤
、
上
命
焚
燬
之
、
俾
史
館
勿
採
。」
と
誤
記
し
て
い
る
。

○ 

○

（　

） 『
明
神
宗
実
録
』
巻
二
七
、
万
暦
二
年
七
月
丁
酉
の
条
。
沈
徳
符
『
万
暦
野
獲

40編
』
巻
一
八
、「
権
臣
述
史
」
に
、「
至
萬
暦
二
年
、
穆
廟
實
録
進
呈
時
、
張
居
正

柄
國
、
實
録
皆
其
評
定
」
と
あ
る
。

（　

） 『
明
神
宗
実
録
』
巻
三
六
、
万
暦
三
年
三
月
癸
卯
の
条
。

41
（　

） 
次
号
で
論
及
す
る
万
暦
年
間
の
「
国
史
」
編
纂
事
業
の
副
産
物
と
さ
れ
る
焦
�

42『
国
史
経
籍
志
』
巻
一
、
制
書
類
・
紀
注
時
政
に
は
、
鄭
曉
『
吾
学
編
』
六
十
九
巻

や
、
雷
禮
の
『
大
政
記
』
三
十
六
巻
、
薛
應 

『
憲
章
録
』
四
十
六
巻
な
ど
を
載

せ
て
い
る
も
の
の
、明
朝
に
よ
り
禁
書
に
指
定
さ
れ
た
皇
明
通
紀
は
載
せ
て
い
な
い
。

〔
附
記
〕

本
稿
は
、文
部
科
学
省
科
学
研
究
費　

特
定
領
域
研
究「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」

（
平
成
十
三
〜
十
六
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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